
にしもとまゆこ持田健史（もちだ けんし）

　この度は持田健史とにしもとまゆこの二人展「ふれる。と、つながる」を開催いたします。
　無視覚で造形する作家  持田健史は廿日市高校の出身です。美術大学卒業後広告デザイナー
として活躍していましたが、３８歳の自転車事故をきっかけに視覚狭窄が発覚し、５０代で両目の視力
を失います。予測不能の人生を歩みながらも約2 0年前から粘土を用いた造形を展開させます。
持田の手から生み出される豊かな作品たちは、今を生きる持田自身の証、そのものです。

　手で思考する作家 にしもとまゆこは、芸術療法の考え方を取り入れた美術講師として、長年福祉
施設にて支援活動を行っています。関東から廿日市への移住、出産や子育てを経て再開した作家活
動では、布による立体造形を中心に意欲的に創作発表を行っています。また、年齢や学歴など作家
の背景と作品の見え方の関係にも関心を寄せており、疑問を投げかける作品も展開しています。

　年齢も環境も異なる二人の作家は、廿日市、美術大学、児童の美術教室といくつもの共通項があ
りながら、これまで交わることはありませんでした。今回二人のゆかりの地である廿日市にて、初め
て両者の作品を紹介いたします。（にしもとの作品には実際に触れることもできます。）

　本展に「ふれる。」（見る、触る、知る、話題にする）ことにより、鑑賞者のまだ知らない自分自身
と「つながる」機会となることでしょう。個性豊かな二人の造形世界をどうぞお楽しみください。

廿日市市在住。武蔵野美術大学造形学部油絵学科卒業。
布を使った立体造形をはじめ、絵画、詩、参加型アート、絵本
等、幅広い表現方法で制作。人間の無意識に関心があり、
芸術療法の考え方を取り入れた美術講師として、子どもから
高齢者まで幅広い年代にアートの時間を提供している。広島
県障害者文化活動支援事業講師をはじめ、ワークショップ
多数。　［HP］nishimoto-mayuko.com

１９４６年生まれ。広島県立廿日市高等学校、武蔵野美術大学・
造形学部視覚伝達デザイン学科卒業後、他校の美術教師を
務める。３８歳で視野が狭くなり、将来全盲の可能性ありと宣
告される。埼玉県盲学校専攻科卒業後、（鍼、灸、マッサージ）の
資格を取得し開業。そのかたわら視力に頼らない創作活動を
開始。「目で見えなくても、触って見る、聞いてみる」をコンセ
プトに、造形作品を精力的に発表している。

主催 /  (公財)廿日市市芸術文化振興事業団　　後援 /  廿日市市・廿日市市教育委員会

《感情は表情に表れる。》2023

《チュー、リップ》2016
表面下の作品

《ススメ カラフル フラワーズ》2022

《hello colorful》2024

《The world I see》2024

日時：9月28日（土）14:00～15:00
場所：はつかいち美術ギャラリー展示会場内

持田健史 × にしもとまゆこ ギャラリートーク
関連イベント（予定）

※内容は変更する場合がございます。
詳しくは右記までお問合せください。

〒738-0023  広島県廿日市市下平良一丁目１１番１号
（廿日市市役所・はつかいち文化ホールウッドワンさくらぴあに併設）
TEL 0829-20-0222
FAX 0829-32-7160
［アクセス］
■広電宮島線「廿日市市役所前（平良）」
　駅から徒歩７分
■JR山陽本線「宮内串戸」
　駅から徒歩１５分 はつかいち美術ギャラリー

ホームページ

facebook InstagramX （旧twitter）

次回展覧会
のご案内

第61回廿日市市美術展
2024年10月23日（水）～11月4日（月・振休）


